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　Practical　saturation 　diving　was 　firstly　performed 　at　high　altltude 　in　Japan　ln　1987，　 Its　work ．

was 　to　 change 　the　screen 　which 　had 　covered 　the 　pipeline　of 　a　hydroelectric　dam 　located　850

meters 　above 　sea 　level，　the　same 　operation 　had　been　conducted 　in　1992　and 　ln　1993，2times

each 　year （Total ＝・50perations ｝after 　the　work ．　 The　saturation 　dives　have　Iasted　from　six 　to

eigh 之days　on 　40ccasions 　and 　13　days（TotaI　duration＝ 4075　minutes ）on 　l　occasiQn ，　since 　the

initial　pressurization　until　the　end 　of　the 　last　decompression ，　 In　each 　operat 三〇n，　there　had

always 　been　involved　3　divers．　They　have　been　compressed 　to　an 　equivalent 　depth　of 　45〜73m

in　the　deck　decompression　charnber （DDC ），　briefed　for　work 　and 　transferred　to　the　submersible

decompression 　chamber （SDC），　wh ｛ch　was 　then 　submersed 　to　53〜78m 　of　depth．　 Wearlng

heated　suit　and 　breathing　Heliox （bQth　at　the　same 　temperature 　as 　the ｛nside 　of 　the 　SDC ＞，　the

divers　have　been　IGcked　out 　to　perfonn 　their　tasks，　all　monitored 　and 　supervised 　by　the　use 　of

aremotely 　operated 　vehic ！e （RGV ）．　The　works 　have 　run 　uneventful 　and 　successfully 　until　the

end ．　 The　water 　temperature 　had　been　higher　than　the　expected ，　i．e．9〜13℃ in　all　occaslons ．

The 　inside　cQnditions 　of 　the　chamber 　had　been　the　following；partial　pressure　of 　nitrogen 　was

from　O．78　ATA ；partia圭pressure　of 　oxygen 　was 　from　O35　to　O，40　ATA ；partial　pressure　of

carbon 　dioxide　was 　less　than　O，005　ATA ；the 　inside　temperature 　of 　the　SDC 　was 　from　26　to

30 ℃．In　conclus 三〇n，　we 　consider 　saturation 　diving　is　a　safe　technique　co 鵬 pared　with 　scuba

diving，　whlch 　brings　Iess　risk 　of 　decompression　sickness ；moreover
，　the 　work 　is　thoroughly

supervised 　and 　accompanied 　at　the　surface ．　　（Ann ．　PhysioL　Anthrop．13（6｝： 411−419，1994）

Key　words ：Diving，　Saturation　dlving　system ，　Altitude　diving

　　　　　　　　　　　　　　　緒　書

　 日本 に 於け る飽和潜水 実験は東京医科歯科大 学 （眞

野 ら1970）や海上 自衛 隊 （池田 ら1990，四 ノ宮1992）

及 び 海洋科学技術セ ン ター （村井 ら1982，Nakayama

et　al．，1981， 竹 内 と毛利 1990）で 今 まで 水深 480m ま

で の 範囲で行 わ れ て き た．特殊 な作業形態 と して の 実

海域作業は ， 九州対．馬沖 の 水深 95m 下 の ロ シ ア 戦艦 ナ

ヒ モ フ 号の 搭載荷具の 引き上げ （田村1981）や 新潟県
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阿 賀沖 の 石 油 掘削あ る い は石 油 備蓄 に 関連す る調査工

事 な どが あ る．こ れ ら の 飽和潜水 は，実作業 と して行

われ た 新潟県阿賀沖 を除 い て ， それ ぞれ が 試験研 究あ

る い は 実 験 研 究的な飽和潜水 と して 行 わ れ た もの で あ

り，労務 内容 や 作業管理 に つ い て 産業保健 と し て の概

念 は ほ とん ど考慮 され て い な い ．その 主 た る 理 由 は現

行 の 労働安全衛生 法 で は特殊環境下 の 作業時間 が 制限

さ ft，か つ ，ヘ リウ ム な ど の 混合ガ ス に対す る法規制

が 存在 して い ない か らで ある．飽和潜水 の 作業期 間 は，

数 日 あ る い は 十数 日の 連続 した 拘束期 間 が 課 せ られ る

た め ，現行法 で は 対 処 で きな い （中央労働災害防止協

会 1989）．また ，本稿 で 述べ る 高地 に お け る潜水 は，基

準 と な る気圧 が 低 い た め sea 　levelの 減圧表 とは 異な

り，高地 環境 用 の 特別 に 配慮 した 減圧 表 を使 う必 要が

あ る 〔Bell　 and 　Borgeardt　1976，　 Boni　et　aL 　1976）．

　本報告 の 飽和潜水 作業は，標 高850m の 群 馬県 内 の

内 陸 部 に 存在す る湖底工 事 と し て 当初 か ら当該基準監

督署 も注 目 して お り，労働法規 を勘案 し た実務作業と

して 行 われ，か つ ，ダイバ ー
は 作業労働者と して 位 置

づ け られ た 始め て の 飽和潜水作業 （前原 ら 1988，眞野

と芝 山1988＞で ある とい っ て も過 言で はない ．

　　　　　　　　　　作業概要

　潜 水 作業 は，標 高 850m の 水 力 発 電 用 ダ ム 湖 底 部 に

ある取水 口 の ス クリ
ー

ン 交換及 び 発電所 制水弁交換 に

伴 う工事で あ D ， 湖上 に飽和潜水 シ ス テム （図 1 ， 2 ）

を組 み ，ダ イバ ーは 船上減 圧 室 （DDC ：Deck 　Decom −

pression　Chamber）内 で 生 活 し，作業 を行 うときに 水

中エ レ ベ ーター （SDC ：Submersible　Decompression

Chamber ） （図 3 ）に 移 り湖底 の 作業水 深 ま で 潜降 し，

SDC よ ワ出室 （ロ ッ クア ウ ト）し，目的 で ある ス クリ
ー

ン （図 4 ＞の 取 り替え ，
プ ラ グヘ ッ ド誘導作業 を行 っ

た．ロ ッ ク ア ウ ト時は ダ イ バ ー
の 監視 と 支援 台 船上 で

の 状 況把 握 及 び 安 全 性 の 向上 の た め，無 人潜 水 機

（ROV ：Remotely 　Operated　Vehicle） （図 1 ） で 水 中

の 監視 と記録 を常時行 っ た．

iava 七〇 ry

Fig．1　 Extemal　view 　of　the　facilities　fQr　saturation 　diving　operations （Maehara　et　al，1988）．
　　　 DDC ：deck　decompression 　chamber ．
　　　 SDC ： submersible 　deconlpresslon　chamber ．
　　　 ROV ：remotely 　operated 　vehicle ，
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Fig．2　The　saturation 　div量ng 　systems ． Fig．3　Submersion　of 　the　SDC 　with 　the　divers．　Three
　　 　 divers　have　been　transported　by　SDC 　between

　 　 　 DDC 　and 　the　bottom 　of　the　lake．

DDC

n

　lockout 　diver

om 　 of 　 a 　lake

Fig。4　0utline　 of 　the　 diving　 work ．　 The 　 screen 　 to

　　　 replace 　the　old 　one ．　Divers　lock　Qut 　from　the

　　　 SDC 　to　screen 　and 　work 　of　bitting　up 　 or 　taking

　　　 away 　the 　screen 　from　the　base　of　conduit ・

　　　　　高地飽和潜水 の 実施回数と期 間

　作業期 間 は 表 1 に 示 すよ うに 1987年 に 初め て 行わ

れ，そ の 後，同 じ方式 で 1993年 までの 計 5回行 われ た．

減圧 時間 を含 め た飽和潜水 の 期 問 は ， ／3日 間が 1 甌あ

り，残 ワの 4 回は 6 〜8 日間で あ る．飽和 潜水圧力 は

水深45〜73m で あ り，ロ ッ クア ウ ト した水深 は，飽和

潜 水 圧 力 プ ラ ス 4　− 11m の 50〜78m で ある．　 DDC よ

り SDC に 移 り実施 し た m ッ ク ア ウ トの 回 数 は， 3
〜12回 で あ り，総作業時間は 488〜1092分 で あ っ た．減

圧時間 は，飽和潜 水圧 力 に よ り異 な り，54．5〜74．2時

間を要 し た．

　　　　　　飽和 潜水 の ダイバ ーの特徴

　飽和潜水 を行 っ た ダイバ ー
は各 回 ともそれぞれ 3名

で あ O，潜水 経 験 が 2年 以 上 あ り ， 平均 年齢 は 32，8才

Tab 量e　1　0utHne　of 　the　5　a足titude　satu τ at 量on 　div且ng 　operat 童ons （850　meters 　above 　sea 　Ievel）．

Operation

No．
Term

Duration　　Saturation
　　　　　 depth

（day）1）　　　 （m ）
a｝

Number　of

lockout
　dives3》

Tota！time 　　Diving　　 Number 　　Total　time　of

of　lockout　　 depth　　　　 of　　　 decompression
　（min ｝　　　 （m ）

4）　　　 divers　　　　　（hr｝

＃1　0ct．20th〜Nov ユst，1987

＃2　Sepユ6th〜Sep．23rd，1992

＃3　Nov ．23rd〜Nov ．28th，1992

＃4　Sep．15th〜Sep．21th，1993

＃5Nov ，22rd〜Nev ．28th
，
1993

386771 75833ハ
04

尸
D77

20m

つ

ρ
Q

つ
」

11 9561D924888456948378775

ρ

077

33333 66，554

．56
工．574

．274

．2

1）The　saturation 　diving　work 　starts 　at　the 　dlveピs　pressurization　and ，　at 　the 　end 　of 　their　decompression 　the　operation

　 is　considered 　finished，
2）Saturation　depth　is　actuarly 　measured 　by　the　pressure　inside　the 　DDC ．

3＞This　refers 　to　the　total　of 工ockout 　incursions　by　the　divers．
4）Diving　depth　is　the　maximum 　depth　recorded 　during　the　operation ．
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Table　2　Divers’ anthropometric 　measurements ，

Operation　　Name 　　 Age．　 Height　 Weight
　 No ．　　　 （initials｝　　 （yr）　　　 （cm ）　　 （kg）

　　　　 K ．A ．　　　　　32　　　　　　167　　　　　　72．5
1　　　　　 M ．F，　　　　21　　　　 175　　　　 67
　 　 　 　 Y ．S．　　 　 30　　　 　 173　　　 　 85

　 　 　 　 KA ，　　　 37　　　 　 167　　　 　 72

2　　　　　　　　A ，S．　　　　　 41　　　　　　168　　　　　　68

　 　 　 　 K ．T ．　　　 25　　　 　 171　 　　　 72

3
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の チ ェ ッ クや 加圧用 ガ ス の 切 り替えな ど に より
一般の

潜水 とは 異 な る．本飽和潜水 の 加 圧 条件 は，空気環境

の DDC 内 をヘ リウム と酸素 で 1m を 1分 20秒 （10m

を13分 20秒） の 速度で 目的とする飽和圧 力環境 まで加

圧 した ．した が っ て ， 水 深67m 相 当圧 ま で に 要する 総

加圧 時間 は 1 時間30分 と な っ た．ダイバ ー
の 加圧 チ ェ

ン バ ー
は，DDC を飽和圧力 に 保圧 した 状態 で 3名 の ダ

イ バ ーが SDC に 入 室 し， 飽 和 圧 力 に 達 し た 状 態 で

DDC に移る方法を用 い た．

　減圧 条件 は高地 の 環境 を考 慮 し，sea 　levelで使 われ

る飽 和減圧表 に安全率 を加 えた （Bell　and 　Borgeardt

1976，Boni　et　al．，1976＞．減庄 条件は ， 次に示す方法

を用 い た．

  飽 和圧 力〜60m 　　1．8m ／h

  60〜30m　　　　　1．5皿 ／h

  30〜15m 　　　　 1．2m ／h

  15〜 Om 　　　　 O．9m ／h

Average

±SD

32．88

．2169

．3

　 2．569

，88

，0

K．A ．　 and 　A ．S，　became　to　the　subjects 　as　the　leader
4times 　of 　the 　works ．　H ．S．　became　tQ　the　saturation 　dlver
3times．　Y ．S．　became　to　 the　 saturation 　diver　 2　 times ．

で あ っ た． 2名 の ダ イバ ーは 4 回， 1 名の ダ イ バ ーは

3 回． ユ名 の ダイバ ー
は 2回実施 した．身体的特徴 を

表 2 に 示 す．

　　 　　　 DDC 内 の 環境 コ ン トロ
ー

ル

　DDC 内の ガ ス 組成 は ，
へ IJ ウ ム と窒素 と酸素の 混合

ガ ス と し，そ れ ぞれ の 分 圧 は，窒素0 ．78ATA ，酸 素

0．35− O．40ATA ， 残 りヘ リウ ム とし， 炭酸 ガ ス 分 圧 は

0．005ATA 以下 と した．温湿度環境は ， 温度26〜30℃ ，

湿度50〜70％ の 範囲内 と した．ライ フ サ ポー
トシ ス テ

ム は全経過 を通 して 飽和潜水 を行 う場合 の す べ て の 基

準を ク リア し て い た （村井 ら1982）．なお ， 湖底水温 は

平均 11℃ （9 〜13℃ 〉で あ っ た の で， ロ ッ クア ウ ト中

は加 温潜水 服 を使用 し，吸入用 の 混合 ガ ス は DDC 内

の ガ ス 組成 と 同 じ と した．

　　 　　　　　　 加圧 ・減圧方法

　
一

般 の 潜水 に お け る潜降 （加圧）速度 は，毎分 10m 程

度が安全 とされ る．飽和潜水の 場合は，加圧 中の 器 機

　減圧 の 時は ， 安全率 を高め る 目的で最終 の ロ ッ ク ア

ウ ト作業が 終 了 した後， 4 時間以上 の 飽和環境下 で 保

圧 した 後 に 減圧 を開始 した．減圧 中 の DDC 内酸素分

圧 は ， O．5ATA に保ち ， 水深15m 以浅よ り間欠的酸素

25分 吸入，そ の 後 5分 の 環境 ガ ス 吸入 を採用 し，減圧

症 の 発症予防 に 努 め た．また ， 減圧が終了 した後 ， 24

時間の DDC 内 で の 監視 を行 い ，万一減圧症 が 発症 し

て も直 ちに再圧治療が 行 える体制 とした．全作業が 終

了 した 後 ， 医 師に よる診察 を受 け異常 の 有無 をチ ェ ッ

ク した 後 に ダ イ バ ーは 飽和潜水作業 が 終 了 と して 帰還

させ た．

　　　　　　各飽和 潜水 の プ ロ フ ィ
ール

　各回 の 飽和潜水プ ロ フ ィ
ー

ル を図 5 − 9 に 示す．

　第 1 回 目の 飽和潜 水 （図 5 ）は
，

1987年 10月20 日 か

ら11月 1 日 まで行わ れ，加圧開始よ り減圧終 了 ま で の

期 間が13日閤 であ っ た．実作業 日数 は 9 日 間，加 圧 と

作業 準備 で 1 日，減圧 に 要 した時間 が 66．5時間 で あ っ

た．ロ ッ ク ア ウ トして実作業 を行 う水深 は 78m で あ っ

た の で，飽和圧 力 は水深 67m と した．ロ ッ ク ア ウ ト時

間 は 62〜98分 間 で あ り，期 間中12回実 施さ れ，合計時

間が 956分 とな っ た．こ の 間 ， 3 基 の ス ク リ
ー

ン の 交換

作業 が 行 わ れ た．

　第 2 回目の 飽 和潜水 （図 6）は，1992年 9 月16〜23

日 ま で の 8 日 間行われ た．飽和圧力 はダム 水位 の 低下

N 工工
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o

67

depth

　 （m ）

Oet ．1987 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nov ．1987

20 七h　　21st 　　22nd 　　23rd 　　 24th 　　2Sth　　26th 　　27th 　　28th 　　 29 七h　　30th 　　31st 　　 lst　　DeLte

97
’

92
’ 　　 　　　 　 75

’
　　 66

’
65
’
　 　 62 ’ 78

，
　　　83

’
　　 98

’
　68

’
　78

’

　 　 　 　 　 　 　 　 78m

　 　 　 　 　 　 　 　 　 94
’

Fig．5　Profile　of　the　first　saturat 三〇 n　diving　operation ．（From 　Oct ．20th　to　Nov ，　lst，1987 ）The 　saturation 　dive

　　　 consists 　of　13　days，11　ten　days　saturation 　at 　67m 　depth，2days　decompression．12　excursion 　dive

　　　 works 　were 　done　during　saturation ．

0

45

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sep ．1992

16弋h　　17七h　　18七h　　l9七h　　20th 　　2 黜七h　　22 口d 　　23rd 　　Date

囎

　　　　　　　　　　惣
　 52m

　 2 ア
’

　 　 52m

　 　 77
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飛 g．6　ProfUe　of　the　second 　saturation 　diving　operatlon ．（From　Sep．16th　to
　　　 Sep．23rd，1992）Saturation　dive　work 　was 　5　days　saturation 　at　45m

　　 　 depth　and 　IO　excursion 　dive　works 　were 　done　to　52　and 　53m　depth，

で 45m とな っ た．

　第 3 回 目 の 飽和潜水 （図 7 ）は，1992年 11月23〜28

日まで の 6 日 間行 わ れ た ．

　第 4 回 目の 飽和潜水 （図 8 ）は ， 1993年 9 月 15〜21

日 まで の 7 日間行 わ れ た．

　第 5 回 目の 飽和潜水 （図 9 ）は，1993年 11月22〜28

日 ま で の 7 日 間行 わ れ た．

　 ロ ッ クア ウ ト時 の 潜水 プ ロ フ E 一
ル をダイ ビ ン グ ・

デ
ー

タ
・

レ コ ーダ で記録 された 1例 を図 10に 示す．こ

れ は 第 4 回 目 に 実施 さ れ た 9 月 17日 の 2 回 目の ロ ッ ク

ア ウ トの 時 の デ
ー

タで ある． ロ ッ ク ア ウ トは SDC に

移 っ た と きか ら， DDC に 帰還す るまで の 時間 と して い

る．DDC よ り SDC に 移 D ，
ロ ッ クア ウ ト水深 まで 加

圧 した後，SDC は 目的水深 ま で潜降 し， ダ イバ ー
は

SDC か ら ロ
ッ クア ウ トす る．潜 水 水深 は ，ス ク り一ン

が 高さ 9m あ り（図 4 ）， そ の 台座 へ の 取 り付け作業 も

含め，清水深度63m か ち78m まで の 15m の 高低 差 を必

要 と した が ， 飽和潜水 に よ る エ ク ス カーシ ョ ン の た め
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Fig．11　 Sympt ・m ・ ・ec 。9・i・ ed 　d・・i・g　th・i・ di・ i・g　w 。・k （＃2 ・at ・ ・ ati ・・ di・・ … ept ・1992）・Each 　
dive「 we 「e

　　　 te
’
ste

’
d　their　subjectiv 　syrnptoms 　3　times　per　day　during　their　saturation 　included　decompression ．　This

　　　 is　the　data　frQm　the　second 　saturation 　work ，

　　　　1 ： sleepiness 　 amd 　languor・

　　　　II；difficulty　of 　concentration ・

　　　　11i： sense 　of　incompatibillty．

減圧症予防対策 と して の 減 圧 時間を要す必要は ま っ た

くな く， ま た 湖水 で ある た め に 潮 流 も な くダイバ ー
の

一連 の 作業 は ROV で 監視 され て お り，ダ イバ ー
の 行

動 を湖上の支援台船 で 十分 に管理 で き ， 安全 な作業 を

保証 で きた．

　　　 ラ イ フ サポ
ー

ト （生命維持）シ ス テ ム

　ライフ サ ポー ト と して 酸素，二 酸化炭素，温湿度 の

管理 ， 支援台船 と DDC お よび SDC との 通信な どあら

ゆ る内容 と要求 され得 る問題点 の す べ て は 克服 さ れ て

お D ， 支障 な く飽和潜水 を完了する こ とが で き た．大

気圧 へ 復帰 し，その 後24時間の 事後観察 を DDC 内 で ，

さちに 24時聞の 観察を宿舎で 行 い ，医師 に より診察を

受け異常 の な い こ と を確認 した上で 飽和潜水作業 は完

了 さ れ た ．な お ， 作業期 闘中は常勤の 産業保健婦 と24

時間連続待機 す る産 業 医が安全及 び衛生管理 に あ た っ

た、第 2 回 目の 作業時 だ け で あ る が ，作業ダ イバ ー
の

疲労度 の 経過 を知 る 目的 で 日本産業衛生学会編 の 自覚

症状 調べ を作業期聞 前後 も含め て 1 日 2 〜 3 回測 定

し，心理 的，肉体的疲労 の 蓄積 が な い こ と を確 認 し た

（図 U ）．

　　　　　　　　　 緊急対 策

　緊急対策 としては，支援台船上 に DDC と 同規模の

チ ェ ン バ ーを 1 基用意 し，緊急時に ダイバ ー
を移 し，

医師や救急 処 置 の 教育 を受け た者が チ ェ ン バ ー
へ 入室

で き る体制 を組 ん だ、 5 回行 われたすべ て の 飽和潜水

作業に お い て 緊急事 態 の 発生 は な く， 結果 として緊急

用 チ ェ ン バ ーは 使用 され なか っ た．

　　　　　　　　　　 考　察

　短時間潜水 の 方法 で 今 回 の 潜水作業内容 を行 うとす

るならば，そ の 条件 を衛生法規 に て ら す と水深 70m 下

で 60分 の 作 業 を繰 り返す潜水 とな る。こ の 条件を U．S．

Navy 　Diving　manua1 （Department　of　the　Navy　1987）

の 減圧 表 を用 い て潜水作業 を行 う と各減 圧 時 間 に 35σ

分 を要 し，実作業時間を含 め る と 1 回 の 潜水 で 約 7 時

間 とな る，また， 1 ダ イバ ーは 1 日 に こ の 60分 の 作業

を 1 回 しか す る こ とが で きな い ．こ の こ とは作業効率

が 悪 い だ け で な く， 6 分以上 の 長時間連続潜水作業 は

さらに 長時間 の 減圧 を要 し，実務的作業 を完 了 させ る

こ と は 不可能に 近 い ．さらに 毎 回の 潜水作業毎に 減圧

症罹患 の 危険 を伴 う．飽和潜水 は ， 従来 の 非飽和潜水
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の 問題 点 を解決す る メ リ ッ トが あ る 反面 ， デ メ リ ッ ト

として 潜水 シ ス テ ム が大規模 と な り，高価な機器 を使

うた め 費用 が 高 くなる（村井 ら1982）．また ， ライ フ サ

ポー
トシ ス テ ム の 精密 さが 要求 され ， 特 に 環境 ガ ス 組

成 の コ ン トm 一
ル ，ヘ リ ウ ム 故に要求され る厳格な温

度制御や コ ミニ ュ ケ
ー

シ ョ ン の 問題 ， 酸素や 二 酸化炭

素 そ の 他の ガ ス の 分圧 の 経 時的 チ ェ ッ ク が 重 要 で あ

る．こ れ らの問題点 に つ い て は，今 回行 わ れ た す べ て

の 飽和潜水 で 満足す る結果 が 得 られ ，

一
般 的 に 飽和潜

水 を行 う場合 の 基準 （村井 ら1982）をすべ て ク リア さ

れ ， 支障な く実施で きた．

　 飽和潜水 で 重要 な減圧 方法 は ， 本作業が 高地 清水 と

い う条件 を勘案 し，慎 重な補正 を行 い ，海抜 Om の 海

上 で行 う場合の飽和潜水 と比較 して合計減圧 時間を延

長 させ て安全率 を高め る 必要 が あ る （Bell　 and 　 Bor −

gwardt 　1976，
　 Boni　l976，矢野1981）．まず，減圧時

は ダイバ ーに 肉体的作業を与 えな い で，DDC 内 で 安静

状態を保つ ように させ た。減圧速度は 深度毎 に 異な る

方法で減圧 し，15m 以浅 か らは 酸素 吸入 を行 い
， 減圧

症 の 発症予 防 に努め た．

　．飽和潜水中の 病気や 災害発生 の 対 策 は，DDC と同規

模 の チ ェ ン バ ー
を ドッ キ ン グして 用 意し， 何時で も医

師や 救急 処 置 の 教育を受 け た 者 が 飽和居住区 （DDC ）

へ 入 室で きるように し，その 後 の 作業 に は 支障を与 え

な い 体 制 と した．ま た ， そ の 時の 加 圧 時間に 約 1 〜1．5

時 間 を要すた め，そ の 間 の 緊急処 置対策 として ダ イ

バ ーは 事 前 に 米 国 の EMT （Emergency　 Medical

Technician）に 準 じた 救急処 置の 講習を修得 させ てあ

る と と もに簡単な救急キ ッ トを DDC 内 に 用意 した．

　 疲労度調査は 1 日 2 〜3回行 われ た．第 1成分 の 「ね

む い ・だ る い 」の 症状 は 午前 と作業後半に 現 れ た．こ

れは 1週間 の 連 続作業 に よ る疲労感が 増した もの と考

え ら れ，とくに 本飽和潜水 で 特有に 認 め られ る現 象で

は な い ．第 II成分 で あ る 「注意集中 の 困 難 」 に つ い て

は 全経過 を通 して 顕著 な増加は 認 め られなか っ た．第

III成 分 の 「身体違和 感」は ee　1成分 とほ ぼ 同 じような

動きを認め た． こ の 成分 は飽和潜水 1 臼 目 と 2 日 目及

び減圧終 了直後 に そ れ ぞ れ 訴えが 高 く，局所的 な身体

違和 感 が 認 め ら れ た．こ れ ら の 調査 か ら飽和潜水作業

環境は 陸上作業 と比較 して も， とくに 疲労 が 蓄積 しや

す い 環境 で はな い と認 め られ た．

　飽和潜水 は シ ス テ ム ，人員，教 育，装 置及 び 経費な

どが 高度に 要求 され るが ， 減圧 症 な どの 高気圧 障害 の

予防対策や潜水作業 中 の 安全対策及 び格段 の 潜水作業

効率が 高まる利点が ある． 5回の 高地 で の 飽和潜水作

業の 実施 を通 して 将来 ， わ が 国に お い て 水深 50m を超

えるよ うな深 い 潜水作業 が 要求 さ れ る場合 に は ，安全

性 が 高 く作業効率の 優れ た こ の 飽和潜水 シ ス テム 作業

は 有用 な 潜水作業形態 と して 捉 え られ る こ とが 立 証 で

きた．
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